
１ 日 時 

  令和７年１月２１日（火）１３：３０～１６：００（開場１３：００） 

２ 場 所 

  保健環境科学研究所 ２階研修室（松江市西浜佐陀町５８２－１） 

  ※ハイブリッド開催：（オンライン）Zoom ミーティング 

３ 発表演題 

「コロナ後の呼吸器感染症の発生動向」 

「島根県内で検出されたバンコマイシン耐性腸球菌の分子疫学解析」 

「迅速検査キット前処理液からのウイルス遺伝子検出」 

「島根県におけるオキシダントの濃度上昇」 

「宍道湖における水草の繁茂と除去効果の検討」 

「放射線モニタリングにおける LPWA 通信に関する検討」 

※各発表内容（要旨）は、別添チラシのとおり 

 

 

 

 

 

 

第３５回 島根県保健環境科学研究所・島根県原子力環境センター 

研究発表会の開催について 

 

 島根県保健環境科学研究所では、県内の健康課題の分析や、食中毒・感染症の発生動向、

宍道湖・中海などの水環境、酸性雨・PM2.5 などの大気環境に関する試験検査、調査研究な

どの業務を行っています。 

 また、島根県原子力環境センターでは、原子力発電所周辺における放射線・放射能に関

する試験検査、調査研究などの業務を行っています。 

 このたび、日頃行っている調査研究内容を広く紹介するため研究発表会を開催します。 

 昨年度からハイブリッドで開催しており、今年度はコロナ後の呼吸器感染症の動向、バ

ンコマイシン耐性腸球菌、検査キットからのウイルス検出法、オキシダントの濃度上昇、

宍道湖の水草、放射線モニタリングの LPWA 通信、などの話題を提供します。 

 取材等の御希望があれば、担当者まで事前にお知らせいただけると幸いです。 

 

◇保健環境科学研究所（研究発表会）ホームページ 

https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/chosa/hokanken/research/presentation.html 

（トップ>県政・統計>県情報・統計>調査・研究>保健環境科学研究所>研究課題>研究発表会） 

令和７年１月１５日 

島根県保健環境科学研究所 

（担当）総務企画部 稲田 

電話 ０８５２ー３６ー８１８１ 

メール hokanken@pref.shimane.lg.jp 

https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/chosa/hokanken/research/presentation.html
mailto:hokanken@pref.shimane.lg.jp


島根県保健環境科学研究所
（松江市西浜佐陀町582-1）

Tel : 0852-36-8181 Fax : 0852-36-8171
E-mail : hokanken@pref.shimane.lg.jp   

＜お問い合わせ＞

コロナ後の呼吸器感染症の発生動向
保健環境科学研究所 感染症情報管理スタッフ

企画幹 常松基子

コロナ禍において、感染対策の徹底等によりインフルエン
ザなどの患者数は減少しました。その後、流行は戻りました
が、それまでとは違う動向がみられるため、小児科定点対象
疾患を中心に発生動向について報告します。

島根県内で検出されたバンコマイシン耐性腸球
菌の分子疫学解析

保健環境科学研究所 細菌科
主任研究員 川上優太

抗菌薬バンコマイシンに耐性を獲得した腸球菌をVREとい
います。2022年7月以降県内の1つの医療機関で当該菌保
菌者の集積が確認されました。得られた菌株を用いてPFGE
や次世代シークエンサーを活用した遺伝子解析を行ったので
その概要を報告します。

迅速検査キット前処理液からのウイルス遺伝
子検出

保健環境科学研究所 ウイルス科
主任研究員 藤澤直輝

医療機関では、様々な迅速検査キットが利用されています。
この迅速検査キットで使用した前処理液（検体をキット付属
の試薬で処理したもの）を用いて複数のウイルスの検査を実
施しましたので報告します。

島根県におけるオキシダントの濃度上昇
保健環境科学研究所 大気環境科

研究員 松岡勇希

光化学オキシダントは全国的に環境基準を達成しておらず、
島根県においては外部地域からの移流の影響が大きいと考え
られます。そこで今回、松江での光化学オキシダントと気象
条件の関係について統計的分析を行った結果について報告し
ます。

宍道湖における水草の繁茂と除去効果の検討
保健環境科学研究所 水環境科

主任研究員 高木智史

宍道湖では2012年以降、湖岸付近の浅い水域において水
草が繁茂エリアを拡大しており、2017年には打ち上げられ
た水草の腐敗により悪臭が発生するなど周辺の生活環境にも
影響を及ぼしています。今回、2018年からさまざまな条件
で試験的な水草除去を行った結果について報告します。

放射線モニタリングにおけるLPWA通信に関す
る検討

原子力環境センター 監視情報課
主任研究員 加藤季晋

島根県では、原子力発電所周辺30km圏内に空間線量率を連続測定
するモニタリングポストを整備しています。モニタリングポストの
通信設備として小型低消費電力のLPWA通信を設置し、放射線モニ
タリングの通信回線として活用可能か評価したので、その結果を報
告します。

日頃行っている調査研究内容を広く紹介するため、研究発表会を
開催します。

会 場：保健環境科学研究所（定員40名）
【Web：Zoomミーティング】

参加費：無料（要事前申込）

第3５回
保健環境科学研究所・原子力環境センター

研究発表会
令和７年

月 日 (火)
13:30～16:00
ハイブリッド開催

（会場・オンライン）

https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/chosa/hokanken/research/presentation.html
申込用QRコード
(しまね電子申請サービスへ)

申込締切
令和7年

1月14日
(火)

発表演題

参加申込：下記研究所HPから申込ページへ
または右のQRコードよりお申込み下さい

https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/chosa/hokanken/research/presentation.html
https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/chosa/hokanken/research/presentation.html
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○ 開  場   13:00 

 

○ 開会あいさつ 13:30～13:40 

 

○ 研究発表   13:40～15:55 

 

13:40～14:40                  （座長：感染症疫学部長 川瀬遵） 

 

◆ 「コロナ後の呼吸器感染症の発生動向」 

保健環境科学研究所 感染症情報管理スタッフ 企画幹 常松基子  ・・・ １ 

 

◆ 「島根県内で検出されたバンコマイシン耐性腸球菌の分子疫学解析」 

保健環境科学研究所 細菌科 主任研究員 川上優太  ・・・ ３ 

 

◆ 「迅速検査キット前処理液からのウイルス遺伝子検出」 

保健環境科学研究所 ウイルス科 主任研究員 藤澤直輝  ・・・ ５ 

 

------------------------- 休 憩 （14:40～14:55） ------------------------- 

 

14:55～15:35                  （座長：環境科学部長 田中孝典） 

 

◆ 「島根県におけるオキシダントの濃度上昇」 

保健環境科学研究所 大気環境科 研究員 松岡勇希  ・・・ ７ 

 

◆ 「宍道湖における水草の繁茂と除去効果の検討」 

保健環境科学研究所 水環境科 主任研究員 高木智史  ・・・ ９ 

 

15:35～15:55             （座長：原子力環境センター所長 小玉 英生） 

 

◆ 「放射線モニタリングにおける LPWA 通信に関する検討」 

原子力環境センター 監視情報課 主任研究員 加藤季晋  ・・・ 11 

 

○ 閉会あいさつ 15:55～16:00 

 


